
廃棄物の削減
■ 本社工場・ボトリング会社における取り組み

本社工場・ボトリング会社から出た廃棄物は、「廃棄物の処
理及び清掃に関する法律」(廃棄物処理法)を遵守し、許可を
受けている専門業者へ委託し適切に処理を行っており、マニ
フェストによりその管理をしています。

また、排出抑制および再資源化の徹底により、ゼロエミッ
ション※を目指しています。

2024年度は、本社工場とボトリング会社合計で約2,412t
（本社工場約1,579t、ボトリング会社約833t）の廃棄物を
排出しましたが、さまざまな廃棄物排出抑制の取り組み等により「環境アクション(2021-2024)」
の行動目標である2010年度の排出量に対する増減は、31.2％減となりました。 

なお、包装資材等の梱
こんぽう

包材のリユース（再使用）やリターナブル（繰り返し使用）化を進めるとと
もに、廃棄物のリサイクルを外部専門業者によるサーマルリサイクル（熱回収）からマテリアルリサ
イクル（素材へのリサイクル）へと見直しも進めています。再資源化の質的な向上も継続的に実施
し、あわせて処理費用の削減も進めています。
※ �当社のゼロエミッションの定義：工場廃棄物（特別管理産業廃棄物を除く）の最終処分量（埋め立て量）が1％未満の状態

■ 廃棄物・食品ロスの削減 
■ 本店における取り組み

各フロアに紙類を分別するリサイクルボックスを設置しているほか、廃棄物の分類別に専用の
ダストボックスを用意し、適切な分別ができるよう取り組んでいます。2024年度、本店で発生した
廃棄物の再資源化率は75.9％でした。

これらの行動の周知徹底を各社員へ図るため、イントラネットで廃棄物の排出量・再資源化率の
実績等を掲示する等、継続的な啓発活動を実施しています。

■ 中央研究所における取り組み
中央研究所で発生した廃棄物は分別を徹底して、専門の処理業者に委託しています。2024年度、

中央研究所で発生した廃棄物の再資源化率は100%を達成しました。

■ 販売会社における取り組み
国内販売会社4社では、これまで産業廃棄物として排出していた、透明なポリエチレン製の包装

フィルムや袋を分別し、資源（有価物）としてリサイクル事業者へ引き渡す取り組みを開始しました。 
今後はノウハウを蓄積しながら、実施販売会社数の拡大を図ります。

P.48 販売会社におけるポリエチレン製フィルム・袋の再資源化関連情報

食品ロス削減への取り組み
ヤクルトの乳製品は受注生産で、無駄のない生産体制を整えています。過剰在庫の抑制、

廃棄物の低減により、食品ロスの削減に努めています。
また、清涼飲料および麺類については、販売予測に基づいて生産数量を決定することで適正在

庫を維持し、余剰在庫を抑制しています。このほか、食品ロス削減の取り組みとして、2021年度から
「一般社団法人全国フードバンク推進協議会」を通じてフードバンク団体へ無償提供しています。

インドヤクルトでは、社員を対象に工場の食堂における食品廃棄物を管理するための研修を
実施しました。また、毎月の食品ロスと廃棄物のデータをグラフ化し、社内の会議や食堂掲示板
で共有するなど、食品ロス削減に取り組んでいます。

また、ヨーロッパヤクルト、ドイツヤクルトおよびオーストリアヤクルトでは、賞味期限が近づいた
「ヤクルト」をフードバンクに寄付しています。

福島工場のエコステーション

本社工場・ボトリング
会社での廃棄物排出量
の推移

＊ �原単位算出時の廃棄物
排出量は、本社工場は
化粧品工場と医薬品工
場を除いた5工場を集
計範囲としています。

＊ �廃 棄 物 量は特 別 産 業
廃棄物（有害廃棄物）を
含む。
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排出量（t） 再資源化量（t） 廃棄量（ｔ） 再資源化率（%）
産業廃棄物 2,412 2,373 38.6 98.4
特別管理産業廃棄物 

（有害廃棄物） 0.03 0.03 0 100

合計 2,412 2,373 38.6 98.4

＊ 種類別の実績、中央研究所の実績、廃棄物の処分の状況については
「ESGデータ集」（https://www.yakult.co.jp/company/sustainability/download/）をご覧ください。

＊ 産業廃棄物および排出量の多い一般廃棄物（紙くず、雑
ざっかい

芥等）を集計しています。

本社工場・ボトリング会社での種類別廃棄物排出量と再資源化率 
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